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集

制

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
¥
と
い
う
こ
と

で
¥
高
齢
者
の
簡
で
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人

気
を
集
め
て
い
る
の
ガ
ゲ
ー
ト
ボ
i
ん
で
す
。

当
聞
で
も
数
年
の
聞
に
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
す
っ

か
り
定
著
し
、
田
と
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
ガ

主
催
す
る
大
洗
司
高
年
寄
ケ
i
ト
ボ
ー
ル
大
会
も

今
年
で
第
3
回
自
を
迎
え
ま
し
だ
。

こ
の
大
会
に
は
¥
国
内
の
高
年
者
ク
ラ
ブ
お
チ

ム
ガ
参
加
し

¥
5月
刊
自
力
ら

7
月
3
巴
ま
で

予
選
リ
ー
ク
を
行
な
い
ま
し
た
ガ
¥
そ
の
結
果
¥

8
チ
ー
ム
ガ
勝
残
り
決
勝
大
会
C
臨
み
ま
し
だ
。

決
勝
大
会
は
¥
去
る

7
再
刊
己
¥
旬
老
人
憩
の

家
の
前
庭
コ
ー
ト
で
午
前

9
時
か
ら
行
な
わ
れ
ま

し
た
。当

日
は
、
椙
雨
特
育
の
摩
い
雲
で
太
陽
は
さ
え

ぎ
ら
れ
て
い
ぎ
し
だ
、
ガ
、
幸
い
雨
一
も
な
く
¥
暑
く

も
寒
く
も
な
い
ゲ
ト
ボ
ん
臼
和
と
な
り
ま
し

だ。
試
合
は
8
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
行
な
わ
れ
ま
し
だ
が
¥
さ
す
ガ
勝
ち
残
り
チ
ー

ム
だ
け
に
¥
メ
ン
パ
一
人
一
人
ガ
上
手
で
¥
な

ご
や
か
な
う
ち
に
も
熱
戦
ガ
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
だ
。試

合
の
結
果
は
灰
の
と
お
り
で
す
が
¥
応
援
の

皆
さ
ん
も
選
手
と
一
体
と
な
っ
て
¥
充
分
に
一
己

を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
だ
。

な
あ
¥
眉
優
勝
・
準
直
健
勝
の

2
チ
ー
ム
は
¥
来
る

刊
月
に
笠
間
市
総
合
公
闇
で
開
催
予
定
の
第
4
自

茨
城
県
高
齢
者
フ
口
w
ノケ
i
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
水
戸

地
区
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
健
関
を
期
待
し
ま
す
。

上
位
チ

l
ム
名
簿

優
勝
、
氷
寿
会
A
チ
l
ム

J

川
上
佐
四
郎
・
田
口
貞
・

下

問

中

武

雄

・

篠

原

耕

造

-

L
堀
江
清
・
小
佐
野
正

準
優
勝
大
蔵
会
A
チ
!
ム

つ
兼
川
健
次
・
近
藤
ス
テ
・

ト
ト
ト
ー
磯
崎
き
だ
・
大
作
あ
き
-

L
荻

沼

こ

う

第
3
位

長

寿

会

J

雨
沢
松
士
口
・
川
崎
己
之
土
口
・

ド

荘

司

保

・

金

子

三

松

-

G

前
回
忌
(
一
一
一
・
高
橋
清
八

幅
四
川
国
〕

大
蔵
会

B

寿

会

時
議事上藷火大
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ヱのグ
A
尚
一
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茨
城
県
に
お
け
る
少
年
の
非
行

は
、
第
3
の
ピ

i
ク
期
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
久
し
く
、
昨
年
刑
法
に
融
れ

る
行
為
を
し
て
補
導
さ
れ
た
少
年
は

五
、
ニ
四
七
名
を
数
え
、
日
年
前
の

補
導
数
の
約
お
倍
に
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
内
容
は
万
引
き
・
オ
ー
ト
バ

イ
盗
・
自
転
車
盗
が
主
流
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
少
年
の

非
行
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、

少
年
自
身
に
善
悪
の
け
じ
め
を
わ
き

おお

i大洗間社会福祉協議会i

をナj茜活発設桂

昭和61年8月1EI 

町
社
協
第
二
盟
理
事
・
評
議
員
会
が

去
る
七
月
十
四
日
町
役
場
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
は
国
・
県
・

町
か
ら
与
、
え
ら
れ
た
福
祉
対
策
を
待
っ

て
い
る
あ
な
た
任
せ
の
福
祉
で
は
十
分

と
は
い
、
え
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
様
の
連

帯
と
協
力
に
よ
る
「
助
け
合
い
運
動
」
が

伴
っ
て
始
め
て
本
物
と
な
り
ま
す
。
社

ま
え
さ
せ
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、

非
行
を
起
下
」
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
少
年

自
身
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、

家
庭
で
行
う
の
が
最
も
効
果
的
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
子
を

心
身
と
も
に
健
康
に
育
て
る
た
め
に
、

ご
参
考
に
な
れ
ば
、
と
、
こ
こ
に
各

家
庭
で
の
援
や
接
し
方
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
事
項
を
「
家
庭
に
お
け
る

非
行
防
止
日
ポ
イ
ン
ト
」
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

提
唱
大
洗
町
青
少
年
育
成
会

議
・
大
洗
町
立
小
中
学
校
・
燥
立
大

洗
高
等
学
校
・
大
洗
町
青
少
年
相
談

員
・
水
戸
警
察
署

家
庭
に
お
け
る

非
行
防
止
四
ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト
ー

夫
婦
が
仲
良
く
家
庭
円
満
に
し
て

い
ま
す
か
?

O
家
庭
は
心
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

o安
ら
ぎ
の
あ
る
家
庭
を
つ
く
り

ま
し
ょ
、
っ
。

協
は
そ
の
「
住
民
福
祉
活
動
」
を
進
め

て
い
く
民
間
団
体
で
す
。
本
町
の
社
協

も
事
業
課
題
を
明
確
に
し
、
そ
の
解
決

を
図
る
「
責
任
あ
る
執
行
体
制
」
を
確

立
す
る
た
め
、
九
つ
の
役
割
分
担
を
も

っ
「
問
題
別
委
員
会
」
で
十
分
な
る
話

し
合
い
を
笑
絡
し
、
「
事
務
局
、
玉
導
型
」

で
な
い
社
協
全
体
の
も
の
に
し
て
い
く

ポ
イ
ン
ト
2

夫
婦
で
子
育
て
の
方
針
が
一
致
し

て
い
ま
す
か
?

。
子
育
て
の
糞
一
任
は
両
親
に
あ
り

ま
す
。

O
父
親
も
子
供
の
教
育
に
参
加
し

ま
し
ょ
、
つ
。

ポ
イ
ン
ト
3

親
と
し
て
信
頼
さ
れ
尊
敬
さ
れ
て

い
ま
す
か
?

O
親
は
身
近
な
大
人
の
モ
デ
ル
で

す。
O
子
供
に
教
え
た
こ
と
は
自
分
で

範
を
示
し
ま
し
ょ
っ
。

ポ
イ
ン
ト
4

子
供
に
対
し
積
極
的
に
話
し
か
け

て
い
ま
す
か
?

O
親
子
の
対
話
を
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

O
親
の
立
場
で
開
き
、
子
の
立
場

に
な
っ
て
話
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
5

叱
る
べ
き
と
き
は
見
逃
さ
ず
叱
っ

て
い
ま
す
か
?

。
し
つ
け
は
一
貫
し
た
態
度
で
行

会
が
開
催
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
今
回
は

九
つ
の
委
員
会
の
う
ち
、
総
合
食
画
・

母
子
・
心
身
障
害
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
問

題
委
員
会
が
事
前
に
開
か
れ
、
理
事
・

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

理
事
・
加
部
東
欣
二
氏
の
議
長
で
と

く
に
、
財
政
の
安
定
確
保
の
検
討
と
し

て
「
趣
意
書
」
に
よ
る
地
域
協
力
者
に
会

員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
会
員
制
の
導
入
、

町
広
報
紙
の
社
協
と
し
て
の
活
用
、
母

子
(
父
子
)
会
の
組
識
の
拡
大
育
成
、
心

い
ま
し
ょ
う
。

O
叱
る
べ
き
と
き
は
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
叱
り
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
6

善
悪
の
け
じ
め
、
社
会
の
ル

l
ル

を
教
え
て
い
ま
す
か
?

O
子
供
の
成
長
に
応
じ
た
し
つ
け

を
し
ま
し
ょ
う
。

O
嘘
を
つ
か
な
い
、
約
束
を
守
る

子
供
に
し
ま
し
ょ
っ
。

ポ
イ
ン
ト
ア

子
供
の
い
い
な
り
に
お
金
や
物
を

与
え
た
り
行
動
さ
せ
て
い
ま
せ
ん

カ
?

O
物
分
か
り
の
良
い
親
で
あ
る
こ

と
は
要
注
意
で
す
。

。
子
供
の
欲
望
一
を
次
か
ら
次
へ
と

満
た
し
て
や
る
こ
と
は
考
え
も

の
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
8

他
人
へ
の
思
い
や
り
、
物
や
生
き

も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
教
え

て
い
ま
す
か
?

O
協
調
性
思
い
や
り
が
大
切
で
す
旬

。
人
間
性
愛
か
に
育
て
ま
し
ょ
司
令

身
障
害
(
児
)
者
の
た
め
の
「
福
祉
会
館

等
」
の
建
設
促
進
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
登
録
と
活
動
の
推
進
な
ど
が
熱
心

に
話
し
合
い
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
社
協
の
浬
事
・
評
議
員
会
が
機

能
化
し
、
「
地
域
福
祉
」
の
推
進
に
動
き

出
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
切

望
い
た
し
ま
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
大

洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
近
況
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

七
月
十
一
日
、
大
洗
町
教
育
問
題
懇

話
会
を
中
央
公
民
館
視
聴
覚
主
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
教
育
問
題
懇
話
会
は
、
町
民
各

日
閣
の
立
場
か
ら
教
育
全
般
に
つ
い
て
意

見
を
開
き
、
教
育
行
政
に
反
映
す
る
た

め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
町
議
会
、
小

中
高
校
、
保
育
所
、
青
年
・
婦
人
・
文

化
団
体
、
学
識
経
験
者
等
か
ら
一
一
一
十
名

の
方
を
委
員
に
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
回
は
、
本
年
一
月
十
七
日
(
司

会
・
関
野
清
兵
衛
氏
)
、
第
二
聞
は
四
月

二
十
八
日
(
弓
会
・
加
部
東
欣
二
氏
)
に

行
わ
れ
、
今
回
は
寺
内
淳
氏
を
司
会
に

選
ぴ
懇
話
会
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

竹
内
町
長
よ
り
挨
拶
の
あ
と
、
昨
年

一
年
間
の
町
の
出
来
事
を
記
録
し
た

「
大
洗
明
日
へ
の
船
出
」
の
映
画
が
上
映

ポ
イ
ン
ト
9

子
供
の
欠
点
ば
か
り
を
取
り
上
げ

け
な
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
?

O
ほ
め
る
こ
と
は
子
供
に
や
る
気

と
励
み
を
与
え
ま
す
。

O
頭
ご
な
し
、
ム
ラ
の
あ
る
感

情
的
な
叱
り
方
は
逆
効
果
で

す。

ポ
イ
ン
ト
叩

年
齢
に
あ
っ
た
目
標
や
夢
を
持
た

せ
て
い
ま
す
か
?

O
親
の
一
方
的
欲
望
や
見
栄
で
子

供
を
か
り
た
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

O
自
分
で
制
判
断
し
、
行
動
に
責
任

を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
。

さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
今
回
の
懇
話
の

テ
!
?
で
あ
る
「
郷
土
大
洗
を
学
校
教

育
の
中
で
ど
う
勉
強
し
て
い
ま
す
か
」

「
青
少
年
の
悩
み
ご
と
相
談
、
非
行
妨

止
活
動
、
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
各
機

関
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
か
」
に
つ
い
て
皆
き
ん
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
町
郷
土
資
料
館
建

設
に
対
す
る
要
望
を
伺
い
ま
し
た
。

次
の
懇
話
会
は
九
月
上
旬
開
催
を
予

町
明
累
盟
側
脳
仰
の

締
傭
巴
つ
い
て

町
県
民
税
第
二
期
分
の

納
期
は
、
九
月
一
日
で
す
。

納
期
内
に
お
納
め
く
、
だ
さ

る
よ
う
、
お
願
い
い
だ
し

ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
よ
り
、
町
関
市

民
税
の
納
税
通
知
書
の
様
式
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
今
年
度
の
町
県
民

税
の
第
二
期
分
(
八
月
納
期
)
、
第

三
期
分
(
十
月
納
期
)
及
び
第
四
期

分
(
翌
年
一
月
納
期
)
の
納
税
通
知

書
は
、
第
一
期
分
と
一
連
式
と
な

っ
て
お
り
、
六
月
に
送
付
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
ご
確
認

下
さ
い
。

な
お
、
納
付
蓄
を
な
く
し
た
り

分
か
ら
な
い
と
き
な
ど
、
詳
し
い

こ
と
は
、

役
場
税
務
課
(
内
線
五
六
・
八
九
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

定
し
、
司
会
に
山
田
公
江
き
ん
を
選
ぴ

閉
会
し
ま
し
た
。

閉山京
E
9
m例
記

公
民
館
だ
よ
り
(
第
七
号
)
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
よ
、
つ
に
中
央
公
民
館
図

書
室
に
、
六
十
年
十
月
か
ら
六
十
一
年

四
月
ま
で
の
間
に
町
民
の
皆
き
ま
か
ら

九
九
六
冊
の
献
本
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
間
関
書
館
の
蔵
書
数
は
一
万

七
千
冊
に
な
っ
て
お
り
引
き
続
き
献
本

運
動
を
笑
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
図

書
室
利
用
者
は
九
、
五
五
一
人
、
貸
出

図
書
数
一
四
、
四
四
九
冊
。
(
内
訳
、
一
般

回
、
九

O
六
術
、
児
童
九
、
五
回
一
一
一
冊
)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

献
本
し
て
頂
く
関
蓄
は
、
週
刊
誌
、

マ
ン
ガ
本
等
を
除
き
、
「
小
説
、
文
学
、

趣
味
、
専
門
妻
、
資
料
図
書
、
辞
書
、

研
究
室
百
」
等
一
般
に
広
く
利
用
し
て
漬

け
る
図
書
で
す
。

獄
本
を
ご
希
望
の
方
は
、
町
教
育
委

員
会
社
会
教
育
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
よ
電
話
侃
|
一
一
四
一
一
)

新
し
い
国
民
年
金
へ
の
加
入
者
は

こ
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た

今
年
四
月
か
ら
新
し
い
年
金
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
対
象
者
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。

〔
す
べ
て
の
方
が
新
国
民
年
金
に
加
入
〕

今
ま
で
の
由
民
年
金
は
、
農
業
・
商

業
・
サ

i
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
者
と

そ
の
家
族
を
加
入
対
象
者
と
し
て
い
ま

し
た
。

新
し
い
国
民
年
金
で
は
、
こ
れ
ら

の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
サ
ラ
リ

i
マ
ン
と
、
そ
の
奥
様
も

加
入
対
象
者
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
新
し
い
国
民
年
金
は
、

す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
年
金
制
度

に
な
り
、
次
の
一
ニ
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
ま
す
。

被第 被第 被第
区

イ呆ー イ呆一 イ呆

険一 険一 R食
分

者号 者号 者号

上哲日方な厚 と年金 予 γ 厚生 方歳そ業農業
六偶にど生 に れ加 以のな 加
0 者扶に年 なにら入年金 上族家ど
歳で養力日金 りものし

六 の や蕗業サ
入

未 、き入や ま加方てや 0 の自 女す
満二れし共 す入はい共 歳方営 象
の O てて済 す、る j斉

未で苦 l
方歳いい組 る国方組 満二ビ 者

以るる合 こ民合 の O とス

負しせ納昌 せ納聞の厚生 イ回
担てんめ民 んめ民保 人 f呆
しい 。る年金 。必る 年金料険年金 とまるご必、
す年主要の 要のをや 険

金人は保 はイ呆納共 車内

指度jがあ険 あ険め済 め

加り料 り料て組 ま 料

が入まは まは 、iロL す

希
望
で
加
入

で
き
る
方

(
第
一
号
被

保
険
者
)

六
O
歳
以
上
六
五
歳
未
満
の
方
で
、
老
齢
年

金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
方
。

2
・
二

O
歳
以
上
六
五
歳
未
満
の
方
で
、
海
外
に

居
住
し
て
い
る
日
本
人
。

3

一一

O
歳
以
上
六

O
歳
未
満
の
学
生

4

二
O
歳
以
上
六

O
歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年

金
な
ど
の
年
金
制
度
か
ら
老
齢
(
退
職
)
年
金

を
受
け
て
い
る
方

l 

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
年
金
係
(
六
七
五
一
一
一

五
三
)
ま
で
お
問
い
合
せ
下
き
い
。

内
線

あま

わ だ ffil玉i

せて 納め I 年民金
納ら納

め れ 忘め
まて の
しいれ保険
よなは

ういあ毎料Id: 。方り

はま
せ

月か
分 ?

の|で
{険呆 9 

料と

一
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⑮ 

い
う
、
家
族
問
や
隣
近
所
の
人
々
と
の

コ
ミ
ニ
ュ
ケ

i
シ
ョ
ン
の
問
題
を
扱
っ

た
映
画
(
却
分
)
を
上
映
し
、
そ
の
後
、

小
野
先
生
か
ら
「
相
続
」
を
中
心
と
し

た
身
近
な
法
律
問
題
に
つ
い
て
、
わ
か

り
易
い
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

聴
講
生
の
皆
さ
ん
は
直
接
関
り
あ
い

の
あ
る
問
題
だ
け
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
活
発
な
質
疑
も
あ
り
、
・
有
意
義
な

時
を
過
し
ま
し
た
。

の
で
す
。
踊
っ
て
そ
れ
と
同
じ
も
の

を
合
成
す
れ
ば
、
人
体
に
も
合
致
す

る
筈
で
す
。

こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
陸
用
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
は
、
骨
折
・
骨
の
病
気
な

ど
の
時
は
、
取
り
代
え
る
事
も
出
来

る
し
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
、
腎
臓
病
、

躍
原
病
等
々
の
場
合
、
人
体
に
長
期

間
埋
め
込
ん
で
お
い
て
、
検
査
、
薬

液
の
注
入
等
随
時
に
出
来
る
様
に
、

便
利
に
な
る
事
で
し
ょ
う
。

ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
と

医

薬

立コ
ロロ

御
存
知
、
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
は

爆
発
物
の
原
料
と
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
に
ゆ
か
り
の
深
い
化
学
薬
品
と
し

て
有
名
で
す
ね
。

ノ
ー
ベ
ル
は
ス
ウ
ェ
!
デ
ン
の
化

学
者
、
発
明
家
と
し
て
魚
雷
と
爆
薬

を
製
造
し
て
い
た
{
李
季
乞
継
ぎ
、
特

〕
ど
も
自
転
車
水
戸
地
区
大
会

磯
小
で
開
催
さ
れ
る

去
る
6
月
お
日
附
、
磯
浜
小
学
校
で

昭
和
白
年
度
第
お
回
交
通
安
全
こ
ど
も

自
転
車
水
一
戸
地
区
大
会
が
水
戸
地
区
交

通
安
全
協
会
・
水
戸
警
察
出
品
告
の
主
催
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
に
先
だ
ち
水
戸
地
反
一
安
全
協
会

大
洗
支
部
小
幡
五
朗
支
部
長
、
水
一
戸
警

察
署
警
ら
交
通
官
、
竹
内
宏
大
洗
町
判
長

か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
次
い
で
磯

浜
小
6
年
川
崎
比
呂
遊
君
に
よ
る
選
手

宣
誓
が
元
気
に
行
な
わ
れ
早
速
競
技
に

移
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
水
戸
警
察
署
管
内

(
7

市
町
村
)
の
小
学
校
を
対
象
に
、
自
転

車
の
乗
り
方
を
通
し
て
交
通
安
全
思
想

や
交
通
知
識
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故

防
止
を
図
る
た
め
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す。
こ
の
B
は
雨
も
ょ
う
の
天
気
で
、
一

部
日
程
を
変
更
し
、
安
全
走
行
テ
ス
ト
、

学
科
テ
ス
ト
(
交
通
規
出
・
道
路
標
識
・

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
の
常
識
テ
ス

ト
)
、
技
能
走
行
テ
ス
ト
の
棋
に
減
点

i
l
i
l
i
-
-
i
J
 

に
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
の
研
究
に
没
一

頭
し
、
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
発
明
、
更

に
火
薬
を
発
明
し
、
世
界
中
に
多
く

の
工
場
を
持
ち
、
巨
万
の
富
を
つ
く

り
、
そ
の
遺
産
を
基
金
と
し
て
ノ
ー

ベ
ル
賞
が
設
立
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
は
常
温
で
、

治
状
の
化
合
物
で
あ
り
、
衝
撃
に
よ

り
爆
発
し
ま
す
。
こ
の
様
な
爆
発
物

で
も
ケ
イ
ソ
ウ
土
な
ど
を
浸
み
込
ま

せ
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
に
す
れ
ば
、
少

少
放
り
投
げ
た
く
ら
い
で
は
爆
発
し

ま
せ
ん
。

こ
ん
な
物
騒
な
も
の
が
医
療
の
世

界
で
も
使
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
一

世
紀
も
前
か
ら
狭
心
症
に
応
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
イ
一
向
下
錠
と
し
て
口
内
に

含
ん
で
い
る
う
ち
に
溶
け
て
、
狭
心

痛
、
心
不
全
に
効
果
が
現
わ
れ
て
き

ま
す
。
信
じ
ら
れ
な
い
様
な
話
で
す

ね。

〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕

方
式
に
よ
り
行
な
わ
れ
、
当
町
か
ら
も

磯
浜
小
(
仰
木
・
七
海
・
小
沼
・
川
崎
・

田
口
以
上
5
選
手
)
と
祝
町
小
(
片
桐
・

会
原
・
笠
原
・
石
崎
・
伊
藤
以
上
5
選

手
)
が
参
加
し
、
磯
浜
小
学
校
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、

見
事
第
一
一
一
位
に
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

〔
団
体
〕

第
一
位

第
二
位

第
三
位

〔
個
人
〕

第
四
位

第
七
位

第
九
位

茨
城
町
立
広
浦
小
学
校

桂
村
立
沢
山
小
学
校

大
洗
町
立
磯
浜
小
学
校

小
沼
孝
之
君
(
磯
小
8
年
)

川
崎
比
呂
道
君
(
磯
小
6
年
)

柴
伸
一
君
(
磯
小
6
年
)

、ファミリーわくわくまつり、

く明石保青園〉

電盤盟島

@ 

去
る
7
月
日
臼
側
、
明
石
保
育
閣
で

は
恒
例
の
夏
ま
つ
り
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
わ

く
わ
く
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
殺
と
子
の
心
の
ふ
れ
合
い

の
場
を
つ
く
ろ
う
ど
、
父
兄
の
皆
さ
ん

が
中
心
と
な
っ
て
、
お
で
ん
・
お
好
焼
・

金
魚
す
く
い
・
わ
た
あ
め
・
氷
水
・
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
焼
な
ど
の
模
擬
腐
を
出

し
、
子
供
達
と
一
諸
に
楽
し
む
閣
の
行

事
で
、
ご
近
所
に
住
む
お
年
寄
り
も
お

さ
そ
い
し
ま
し
た
。

こ
の
白
は
、
朝
か
ら
ぐ
ず
つ
い
た
空

模
様
で
し
た
が
、
園
児
や
O
B
な
ど
が

家
族
づ
れ
で
つ
め
か
け
、
約
酬
名
の
娠

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
た
収
益
金

は
、
別
に
父
母
か
ら
募
金
し
た
協
力
金

と
合
せ
て
、
金
拾
壱
万
九
千
五
百
円
を

財
団
法
人
臼
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
寄
婚

し
ま
し
た
。

ユ
ニ
セ
フ
(
層
際
連
合
児
童
基
金
)

は
今
年
で

ω周
年
を
迎
え
、
本
年
度
は

「
す
べ
て
の
子
供
に
予
防
接
種
を
L

を、

運
動
一
ア
!
?
に
国
際
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議
(
会
長
竹

内
宏
)
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
に
お
け

る
児
童
生
徒
の
校
外
生
活
の
安
全
と
、

'1軍管IJ

夏
を
前
に

町
民
挙
げ
て
の
大
掃
除

第
叩
田
町
民
挙
げ
て
の
大
掃
除
が
大

洗
町
全
町
内
会
長
、
大
洗
町
主
催
に
よ

り
、
去
る
6
月
日
臼
岡
山
(
磯
浜
東
地
旺
)

6
月
詑
日
同
(
大
賞
・
笈
海
・
松
川
地

一
以
己
6
月
mm
日
(
磯
浜
西
地
区
)
の
3

日
間
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
早
朝
無
線
放
送
を
合
図

に
各
地
区
の
皆
さ
ん
は
作
業
に
入
り
、

ド
ブ
の
泥
上
げ
、
除
草
、
道
路
の
清
掃

等
、
私
た
ち
の
町
を
一
人
ひ
と
り
の
手

で
き
れ
い
に
し
、
清
潔
で
明
る
い
前
づ

く
り
を
し
よ
う
と
行
な
わ
れ
た
も
の
で

す。
ま
た
今
年
も
大
洗
海
岸
と
サ
ン
ビ
ー

チ
海
岸
等
を
食
生
活
改
善
推
進
出
貝
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
る
空
き
缶
回
収
を
実

施
し
印
袋
も
の
量
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
3
日
間
に
処
理
さ
れ
た
、
汚
泥
、

徐
京
等
は
2
t
ダ
ン
プ
加
ム
口
で
し
た
。

町
民
の
皆
様
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

な
お
、
今
年
も
こ
の
大
揖
除
に
次
の

団
体
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し

たO
大
洗
土
木
協
会

O
町
水
道
工
事
指
定
底

非
行
化
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
七
月
二
十
一
一
一
白
か
ら
八
月
十
二
日

ま
で
(
午
後
八
時
1
九
時
三
十
分
)
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。こ

の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
主
に
地

E
P

T
A
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
、

期
間
中
毎
日
行
う
地
区
と
、
土
・
日
の

み
行
う
地
一
区
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
が
、

非
行
妨
止
、
安
全
な
生
活
の
確
保
に
大

変
役
立
っ
て
お
り
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

一
浮
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
て
い
る

団
体
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議
参
加
国
体

(
各
小
・
中
P
T
A
、
青
少
年
相
談
員

等
四
十
団
体
)

O
大
洗
前
高
校
生
徒
指
導
員
連
絡
協
議

会

O
十
期
会

O
商
工
会
青
年
部

O
明
正
会

国

保

と
手寸
.A 

通

故

0
8動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
覚
、
え
て

お
く
。

O
示
談
は
慎
重
に
。

マ
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
間
保
の
届

出
に
必
要
な
も
の

「
第
三
者
行
為
傷
病
届
」
の
用
紙
は

国
保
係
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
証
、
印
か
ん
ご
持
参
の
上
お
届

け
下
さ
い
。

マ
交
通
事
故
に
つ
い
て
の
相
談
は

県
の
交
通
事
故
相
談
係
、
警
察
箸

な
ど
信
用
の
あ
る
と
こ
ろ
に
ご
相
談

下
さ
い
。
示
談
墜
と
い
わ
れ
る
人
へ

の
棺
談
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

園球は国保に相談してからにしましょう。

覗

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
交
通

事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
治
療
費
は

加
害
者
が
支
払
う
の
が
原
則
で
す
が
、

と
り
あ
え
ず
国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
加
害
者
が
負

担
す
べ
き
医
療
費
を
国
保
が
一
時
立
て

替
え
て
支
払
い
、
あ
と
で
加
害
者
か
ら

国
保
に
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

マ
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

O
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

警
察
と
留
保
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

O
加
害
者
の
身
元
、
住
所
氏
名
を
明

確
に
。

去
る
7
月
口
日
嗣
午
前
日
待
か
ら
、

第
3
回
高
年
者
大
学
が
町
老
人
慈
の
家

で
開
講
き
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
身
近
な
法
律
問
題
を
と
り

上
げ
よ
う
と
、
大
洗
町
人
権
擁
護
委
員

の
小
野
瀬
薬
作
・
高
木
一
郎
・
田
口
茂

3
氏
の
お
骨
折
り
で
、
水
戸
地
方
法
務

局
か
ら
人
権
擁
護
課
長
の
小
野
義
史
先

生
を
お
招
き
し
て
行
い
ま
し
た
。

先
ず
、
か
相
手
の
身
に
な
っ
て
α

と

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

最
近
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
と
云
う
言
葉

を
よ
く
田
聞
き
ま
す
が
、
新
ら
し
く
開

発
さ
れ
た
素
材
の
事
で
あ
り
、
電
子

用
、
光
学
用
、
医
用
と
そ
れ
ぞ
れ
組

成
が
違
う
が
、
医
用
は
人
工
骨
・
人

工
関
節
・
人
工
歯
根
等
に
使
わ
れ
る

様
に
な
り
ま
し
た
。
普
通
あ
る
物
質

が
体
内
に
入
る
と
、
い
つ
か
は
異
物

と
し
て
体
外
に
追
い
出
さ
れ
て
し
ま

う
。
医
用
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
、
主
成
分

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
、
水
酸
化
ア

ル
パ
タ
イ
ト
は
、
体
内
に
入
っ
て
も

呉
物
と
は
な
ら
ず
、
何
の
違
和
感
も

生
じ
ま
せ
ん
。

人
が
火
葬
場
で
焼
か
れ
て
灰
が
残

り
ま
す
が
、
そ
れ
が
水
酸
化
ア
ル
パ

=
タ
イ
ト
で
あ
り
、
歯
の
町
四
%
、
骨
の

一
向
%
以
上
の
成
分
と
な
っ
て
い
る
も

支通事故にあったときの注意

回警察に鼠けて証明書をもらいましょう。

国国保に「第三者行為傷病届」を提出しましよう。
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8
月
白
日
(
日
)

間
関
場
午
後
2
時

開

演

午

後

2
時
加
分

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

津
軽
三
味
線
ひ
と
り
旅

期

日

t"" 

門
場
所
〕

O
入
場
料

会
席
指
定

A
席

二

、

0
0
0円

B
席

一

、

五

O
O向

。
お
問
い
合
せ

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

町
民
会
館

宮

川

側

2
4
1
1

内
線
2

1

ら

A -z:;; 

あ

震裏
付

議 J~
韓イ
づタ
iすの
需給
ま 2え
し ':J

控最
前島守
7 .唖

5 

お

@
原
付
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
と
き
は
、

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑧
自
動
二
輪
車
を
運
転
す
る
時
も
、
す

べ
て
の
道
路
に
お
い
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い

者
を
同
乗
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

@
自
動
二
輪
車
免
許
を
と
っ
て
か
ら
一

年
た
た
な
い
初
心
運
転
者
は
、
一
一
人

乗
り
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

違
反
す
る
と
罰
金
3
万
円
以
下

お

反

則

金

:
:
:
4
千
円

行
政
処
分
・
・
・
・
・
・
点
数
1
点

l

l
土
曜
簡
の

タ
イ
ヤ
ん
謹
縄
開
制
刊
の
故
窟
|
|

昭和6]1手8月1日

昭
和
六
十
一
年
七
月
十
九
日
か
ら
次

の
と
お
り
「
土
曜
日
の
ダ
イ
ヤ
ル
通
話

料
金
」
を
「
日
曜
日
・
祝
日
と
向
様
の

ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
金
」
に
改
定
に
な
り

ま
し
た
。

O
値
下
げ
内
容

土
曜
日
の
昼
間

(
A
M
八
・

0
0
1

P
M
七
・

0
0
)
の
六

O
加
を
超
え

る
通
話
の
料
金
を
約
四
割
値
下
げ

し
ま
す
。

O
対
象
と
な
る
主
な
サ
ー
ビ
ス

①
加
入
電
話
・
公
衆
電
話
か
ら
の

ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料

②
自
動
車
電
話
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
ル

通
話
料

N
T
T
大
洗
電
報
電
話
局

町
営
公
開
制
墓
地
入
よ
り

墓
地
内
ま
で
の
車
輪
交
通

規
制
に
つ
い
て

来
る
八
月
十
三
日
よ
り
月
お
く
れ
盆

に
入
り
町
営
墓
地
内
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
町
で
は
次
の
と
お
り
墓
地

内
ま
で
の
道
路
に
つ
い
て
交
通
規
制
を

い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

一

、

期

日
8
月
日
日

1
8
月
日
臼

(
3
日
間
)

大洗町営公濁墓地

一
、
規
制
時
間

午
後

4
時
却
分

1
午
後

8
時

一
、
対
象
車
輔

全
寧
輔
(
自
転
車
を
含
む
)

町営焼却場

運
輸
省
指
定
@
国
家
試
験
免
除
(
学
科
@
実
技
)

小
型
(
四
級
)
ボ

i
ト
免
許
講
習
会

0
8

時

学
科

9
月
日
-
H
・
目
白

(
3
日
間
)

9
時
却
分
i
口
時

実
技

9
月
初
日
l
(
3
日
間
:
・
各

コ
ー
ス
申
込
時
決
定
)

9
時
1
日
時

O
場

所
学
科
大
洗
町
漁
村
セ
ン
タ
ー

9
月
日

-
H
日

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

9
月
訪
日

実
技
大
洗
港
又
は
那
珂
湊
港

O
費

用

9
8、5
8
0
円
(
受
講
料
、

教
本
、
教
材
、
免
許
申
請
料
、

郵
送
料
含
む
。
)

O
定

員

品

名

O
申
込
締
切
日

8
月
初
日
(
定
員
に

達
す
れ
ば
締
切
日
前
で
も
申
し
込
み

を
締
め
切
り
ま
す
。
)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

8
&
G
大
洗
海
洋
ク
ラ
ブ

大
洗
町
叫
磯
浜
町
八
九
一
番
地

官

0
2
9
2
制
3
4
3
8

ム
ラ
イ
内
山
本
ま
で
(
昼
間
)

盟

0
2
9
2
仰
5
8
7
1

山
本
ま
で
(
夜
間
)

催
財
団
法
人
日
本
船
舶

職
員
養
成
協
会

。、王

(4級小型船総〕

容1勾

大洗文化センタ-8丹分特事予定表

署事倦開始待問ノ開催今関

芸術祭の綴溜会リハーサル家習練スフコ9 :30-8月6日(水)

8月7(木)，
14(村， 2H木.)，
29俗， 30日仕)

へルシ一体操・バレエ教室

'86大洗夏まつりの一行事として FM公開録音を
依す

リハーサル~~ 教コ二レノ〈13:00-
9 :00-

lレホFMリクエストアワー公開録音15:00-8月10日(日)

大洗町における交通事故の発生状況
磯節と民謡'fI';舞こども大会

ホ ノレ
大会議室
リハーサノレ室

第3図磯節と民議民舞こども大会10:00-8月17B (箆)

(61.6月現在)
ふだん異性と知り合う機会が少ない独身男女の

出合いの場 数j成増前年周期年本大会議室し、ぷ入
仁ヨ見窃集9 :00-8月24B (日)

ム5(ム1)9 (43) (42) 4 発生件数ホール
大会議室
リハ サノレ主主

8月26日(火)

8月28B(木)
県教育庁指導課による学習指導改善講座学習指導改善講座10: 00-

)
 

日
U(

 

ハ
リo ( 1) )

 

-aaA (
 

ハU数者死

2) ム13( 18 (63) 5 (65) 負傷者数
運転免許所有者で更新のための講習会大会議室運転免許証更新時講習会9 :00-8月初日(金)

74歳の今日まてー津軽三味線一筋に生きてきた三

味線の名人竹山の演奏会 共演が弟子高橋竹与
※( )内は累計を示す。

“笛用1日iま突通安全の8"“ゆずり合いのlωがかよう夜通安全"

Jl〆ホ高橋竹山・竹与演奏会14:30-8月31B (沼)

8 8 
F3 / 日

対練訪象I1場練訓所 o 午後 o 0 正前予 4品筑一14! 伺)/11 肘/7 

9 (1) 8 8 グ〉
母 芋L月部月月部能 事

2 ~ 23 12 ~ 
答者l埠大洗(日 午後(日 (日 午前 回日

子 児

保健町火 1 土火 9 復 本自 健
業

で二ザ~~ザ ~JII 言炎 ZロEヨ夕シ、 名

蔀手復国神 ャ 膏援法 午後 () () 午前 描刊 l、ン 8 8 も(母 生生
タ 3 月月 11 」 あ都 f生 後後1)ム

| 所来時 2日6(1日6時) 
まに口一'"、 6 2 対

すよび
カカ

)4量2児 月月
L円とi、 ) 、火~ 土 象

要 7 3 

と す カカ

す 。。 る 月月 名

者る 8 8 場メ口入
び〉 σ〉

月月 者者

30 19 
9 日日 1 

f戸日間J寺寸式L、-~~ ns寺 2 時
土火 B寺 00 有寺 15 

30分 15分
分 分

「
胃
ガ
ン
」
集
団
検
診
の

矢口

ら

せ

お

O
検
診
日
及
び
場
所

8
月
初
日
(
土
)
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
(
一
般
住
民
)

8
月引山口
U
(

日
)
大
洗
港
魚
市
場
(
魚
業
従
事
者
及
び
家
族
の
者
)

O
検
診
受
付
時
間

午
前
6
時
よ
り
午
前
7
時
加
分
ま
で

O
対
象
大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る

ω歳
以
上
の
者
。

O
料

金

無

料

※
8
月
お
日
(
土
)
ま
で
に
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
込
み
下
さ
い
。

(
電
話
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。
)

す

E
L

附
1
1
0
1
0
・
附
1
1
0
1
4

打
っ
ち
水
と

打
っ
し
ょ
。

。
築
こ
う
水
の
あ
る

豊
か
な
暮
ら
し
A
V

8
月
1
自
は
「
水
の
日
」

1
自
か
ら

7
日
は

「
水
の
週
間
」
で
す


